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行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

齋藤好子　中川町20 387・0812

保母勝壽　弥生町30 387・2782

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・3438

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談

笠
松
の
奴や

っ
こ

行
列

笠
松
の
奴
行
列
の
起
こ
り
は
江
戸

時
代
後
期
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
美
濃
国
の
幕
府
直

轄
領
を
支
配
す
る
美
濃
郡
代（
代
官
）の

陣
屋
が
置
か
れ
、
明
治
維
新
ま
で
二

十
五
代
の
代
官
・
郡
代
が
着
任
し
、

地じ

方か
た

支
配
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）十
月
に

伯ほ
う

耆き

国く
に（

鳥
取
県
）石
見
銀
山
代
官
か
ら

転
任
し
て
き
た
第
二
十
四
代
岩
田
鍬

三
郎
郡
代
は
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）依

頼
退
職
し
て
交
代
寄
合
に
列
せ
ら
れ

る
ま
で
の
十
六
年
間
の
長
期
に
わ
た
っ

て
笠
松
に
在
勤
し
、
幕
末
情
勢
に
対

処
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
文
久
元

年（
一
八
六
一
）の
皇
女
和か

ず
の

宮み
や

降こ
う

嫁か

に

際
し
て
岩
田
郡
代
よ
り
動
員
を
受
け

た
笠
松
の
町
衆
は
、
郷
足
軽
と
し
て

長
柄
持
役
・
奴
と
し
て
毛
槍
役
な
ど

に
従
っ
た
と
い
い
ま
す
。

明
治
維
新
後
、
笠
松
の
司
町
・
港

町
の
町
民
は
岩
田
郡
代
の
遺
徳
を
偲

び
、
郡
代
の
格
式
に
あ
わ
せ
て
大
名

行
列
の
諸
道
具
を
全
国
に
求
め
、
笠

松
ま
つ
り
の
祭
礼
余
興
と
し
て
復
活

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
行
列
は
、
江
戸
時
代
の
大
名

行
列
の
先
頭
部
分
を
構
成
し
た
、
い

わ
ゆ
る
「
奴
の
毛
槍
振
り（
踊
り
）」
を

中
心
に
梵ぼ

ん

天て
ん

・
露つ

ゆ

払は
ら
い

・
対
箱
・
お

弓
・
鉄
砲
・
花
笠
・
立
傘
・
台
傘
・

家
老
・
お
駕か

籠ご

・
お
殿
・
徒
士
・
片

箱
・
具ぐ

足そ
く

櫃び
つ

な
ど
、
総
勢
役
一
八
〇

名
か
ら
な
る
壮
大
な
も
の
で
、
大
羽

熊
・
大
鳥
毛
と
い
っ
た
毛
槍
を
活
気

あ
る
掛
け
声（
サ
ー
、
サ
ー
ヨ
ー
イ
ヤ

ナ
、
コ
ラ
、
コ
ラ
ッ
サ
ー
ノ
サ
）と
と

も
に
投
げ
渡
し
な
が
ら
町
中
を
練
り

歩
く
様
子
は
全
国
的
に
も
例
を
み
な

い
妙
技
で
す
。

司
町
・
港
町
の
二
町
内
で
伝
承
し
、

隔
年
毎
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

町
の
重
要
な
財
産
で
あ
り
、
後
世
に

伝
え
る
こ
と
は
も
と
よ
り
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
平
成
三
年
十
月
に

町
内
会
連
合
会
、
司
町
、
港
町
の
有

志
が
発
起
人
と
な
り
、
保
存
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
保
存
会
を

中
心
と
し
、
町
全
体
で
貴
重
な
行
列

の
保
存
継
承
に
努
め
ら
れ
、
毎
年
四

月
の
春
ま
つ
り
に
八
幡
神
社
と
産
霊

神
社
の
例
祭
に
奉
芸
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
奴
行
列
の
「
奴
の
毛
槍
振
り

（
踊
り
）」
の
部
分
が
平
成
七
年
十
一
月

に
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

資
料
館
で
行
列
の
道
具
な
ど
を
展

示
し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

川、橋、川まつり、災害など木曽川の歴史を知っていただ

くため、筏、大船、川並絵図および聖牛など多数展示します。

お誘い合わせのうえ、是非お出かけください。

［会　　期］4 月 1 日（火）～6 月 8 日（日）

［開館時間］午前9 時～午後 5 時

［休 館 日］月曜日（祝日の場合はその翌日）

［問 合 先］町民俗資料館　 388・0161

企画展

「笠松をささえた木曽川」


